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1.概 観:現 今の統 語論 研 究の状態 を一 言で述 べ るな らば 、 百家争 鳴 の観 で あ る。公刊物
に現 れ る研 究量 と しては、Chomskyの 流 れを汲 む ものが まだ一大 グ ループ をな して いるよ
うで あるが 、 もはや 、 「変形 文法 」対 「非変形 文法 」 とい う図式で は整理 が っかな い状態
で あ る。
2.主 な統 語理 論
2.1.統 語構 造 を直接 変換 す る規 則 を認 める枠組み
 《Government-Binding Theory(GB理論、 統 率 束 縛 理 論)》 旧来 の 変 形文 法 にお け
る 変 形 操 作 を 極 端 に制 限 し、 「統 孝 』 「束 縛 」 と い う よ う な 概 念 に 基 づ く原 則 を 柱 に して
い る 。 最 近 で は 、 更 に そ の 方 向 に発 展 し、..ア プ ロ ー チ 《principles-and-parameters
approach)と い う呼 び 方 が 好 ま れ るほ ど に な っ て い る。
 《Gase Grammar (格 文 法)》 Fillmore(1968)域 来 、 大 きな 発 展 は み られ 徐 いが 、 機 械
翻 訳 や 心 理 学 の 分 野 で は 今 な お ベ ー ス と な っ て い る こ とが あ る よ う で あ る 。
 《Relational Grammar(関係 文 法)》
2。2.範 嗜 文 法
 《Generalized Phrase Structure Grammas(GPSG,一般 句 構 造 文 法)》 統 語 素 性
を厳 密 に活 用 し、unificationと 呼 ば れ る操作 を基 本 に し て解 析 、 生 成が な さ れ る 。 上 掲
の 諸 理 論 が 統 語 構 造 間 の 直 接 的 変 換 を 考 え るの に対 し て 、 こ の理 論 で は、 統 語 構 造 を 生 み
出 す 規 則 相 互 間 の 変 換 関 係 を考 え る。
 《Lexical-Func#ional Gra皿mar(LFG,語彙機能文 法)》 統 語構造 上 の特性 を語彙
項 目の 中に記述 す る ことに特徴 があ り、 文法機 能 を変 える規則 も語 彙的 で ある。 また、述
語の 下位範 疇化 は文法 機能 に よ って示 される。
《Hontague Grammarモ ン タ ギ ュ ー文 法 》
《Applicative Grammar適 用 文 法 》 元 ソ連 の 言語 学 者 シ ャ ウ ミ ャ ンの 提 唱 す る 文 法 で
あ る。最近 十数年ぶ りに出版 さ れた著 作の表題 に 『記 号論 」 とい う言葉が.入ってい るよう
に、 言語表 現の記 号論 的本 質 を高度に抽象 化 した理論 であ る。
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2.3。 認 知 構造 を重 視 した文 法
 ま とま りの あ る 流 れ に は 至 っ て い な いが 、JackendeffやLangackerは、 人間 の 認 知 能
力 と 言 語 表 現 との 関 係 を これ まで 以 上 に 深 く探 求 し よ う と し て い る 。Jackendoff(19$5)等
に、 具 体 的 な 成 果 の 一 っ を 見 る こ とが で きる 。
2。4.機 能 文 法(Functional Grammar)
 従 来の、 変形 文 法 を申心 とす る狭義 の統 語理論 では説 明で きない よ うな現象 に別 の側面
(言 語表現 の 働 き方)か らも光 を当て よ うとす る考 え方 に この よう 獄総称 が っ けられ てい
るよ うで あ る。
3。 展望:様 々な技 術 的 アブmチ が 旗 されてい るのが現 状 であ るが、統 誌 規則はで きる
だ け単純 獄 もの に し、 特 に動詞 な どの統語 論的環 境を語彙 項 目の 中で十分 に詳 しく記 述 し
て い く、 と い う方 向が 大 き徐流 れにな っている と思 われ る。
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